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ポスターセッション 要旨 

 
和訳は用意されていません。 

 

 
本調査の目的は、サケの資源量および生息地の複雑な監視を行い、サハリン島の河川の資源量および生物多

様性の変化を明らかにすることである。現地観察および生物統計学データは、標準方法を用いて得た。これ

には、クラ川降河行動中の稚魚計数も含まれる。また沿岸漁業中の漁獲量のダイナミックスおよび生物学的

特性、川への産卵遡上も調査した。産卵場の産卵親魚数および胚生活期の生存率を概算した。クラ川の魚種

多様性は、引き網漁獲および目視観察によって評価した。約 9 科 15 種の魚類が記録されており、そのすべて

が在留種または溯河性種である。資源量が最大なのはカラフトマスである。魚類相の構成および資源量に影

響を及ぼすこの川の自然（主に気候）条件を明らかにした。またクラ川サケ産卵場の数量および状況を明ら

かにした。産卵場は計 17 万 5,700m2 に及び、その 4 分の 1 はサクラマスによって占められている。現在、ア

ニバ湾のサケ水産資源量は高い水準に達し、漁獲量は 1,970 万尾（35 万～4,740 万尾）である。太平洋サケ種

の生物学的特徴（体長および雌雄比）は初期生活期から産卵遡上期にかけて変化し、また別系統グループの

魚の比率によっても変化する。2004～2008 年には、産卵場の産卵親魚数は 220,000～391,000 尾（平均 294,200

尾）であった。平均密度は、産卵場 100m2 当たり産卵親魚 167.5 尾である（125～223 尾／100m2）。流域の他

魚種の種構成も判定した。最も生物量の多い他魚種は genera Salvelinus、Osmerus、Tribolodon であった。 

 

 

この研究は、カムチャッカのカラフトマス水産資源量の動的および空間的再分布の分析結果を示すものであ

る。豊漁ライン（偶数年）1992～2006 年の西カムチャッカの主要商業および生産水域は、Ust'-Bolsheretsky

区域で、平均総漁獲量の約 75%、成魚河川遡上数の最大 60%を占める。豊漁ライン（奇数年）1993～2007

年の東カムチャッカの主要商業および生産水域はカラジンスキー区域で、東カムチャッカ平均総漁獲量の約

90%、成魚河川遡上数の約 60%を占める。 
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カラフトマス漁獲の空間的再分布を、西および東カムチャッカにおける漁業活動の結果に基づいて明らかに

した。カムチャッカ湾岸の南部および北部における今後の網使用から、追加情報を得ることができるであろ

う。一方、大半の水産資源量は、観測期間を通じてカムチャッカ西岸、東岸の両方で南から北に移行しつつ

あった。その結果、西および東カムチャッカ両岸の水産資源は不均衡な影響を受ける可能性がある。 

 

 

和訳は用意されていません。 

 

 

シロザケ（Oncorhychus keta）は、基層となるカルスト岩盤から地下水流が放出される場所産卵するために、

ポーキュパイン川の漁業用支流に戻ってくる。成魚は計数フェンスで計数され、上流にある全長 10 km の流

域で産卵する。最も近いシロザケの重要な産卵場所は、350 km 下流にある。上流では工業活動は行われてい

ない。保護地区のため、これ以上環境が破壊される可能性はない。ユーコン川流域は人口密度が低く、開発

や環境破壊は非常に少ない。 

 

 
野生のカムチャッカ・サケ（太平洋サケ）は、世界自然保護基金（WWF）によって指定された、フットプリ

ントの影響を受ける 23 種類の優先種のひとつである。2006 年に WWF は、Gordon and Betty Moore Foundation

の支援を受け、カムチャッカ・サケの保護および持続可能な管理のための野心的プログラムを開始した。カ

ムチャッカ・サケ漁が現在、直面している最大の脅威のひとつに、規制を受けず、報告もされない違法漁業

がある。国内および国際市場におけるロシア産サケ製品に対する巨大な需要だけでなく、安価な卸売価格や

不適切な管理慣行が、ロシアの漁業者を乱獲に追い込んでいる。WWF は、漁業者、地域社会、管理機関お

よび国際漁業会社と協力して、カムチャッカ・サケ管理問題の解決策を導入する作業を進めている。私たち

の目標は次の通りである。 

 （1）サケの統制および管理の大幅改善 

 （2）持続可能性を促すための市場ベース奨励措置の導入 

 （3）違法漁業関連法の施行および取締の強化 

 （4）サケ保護海域の奨励および設置 
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和訳は用意されていません。 

 

 

チュクチは、養殖水産資源が無く、商業漁獲漁が少ない点でサケにとってユニークな地域である。これらの

要因がチュクチを野生個体群の管理戦略開発のための理想的な場所にしている。しかし、漁業が未発達であ

ることがデータ収集および予測を複雑にしている。 

 

20 世紀初頭から現在に至るまで、チュクチ漁業の主要資源はアナディリのシロザケと Koryakian Coast 貯水池

のベニザケである。 

 

この研究では、北太平洋の生物学的生産性の変化が一因となってアナディリ・シロザケの資源量は 40 年周期

で変動していることが判明した。21 世紀になってからはシロザケの数量は増えている g、2008 年には減少し

たことが判明した。 

 

漁期が短いことを考慮すると、サケの遡上時期の正確な予想が重要となる。平均的な遡上特徴からの逸脱は、

主に気候要因によるものである。2007 年のシロザケの遡上の遅れは、アナディリ湾の温度異常が原因である。 

 

資源量の変動に応じて、チュクチ・ベニザケの系群を、4 年周期と 6 年周期の 2 つに分けることができる。

変動は、異なる気候帯での産卵に起因する。6 年周期の資源量増大は、ベニザケ個体群では頻繁には見られ

ない。これらの個体群は、調査地域の北部周辺にいる典型的なチュクチ系群だと思われる。 

 

 

 

和訳は用意されていません。 
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和訳は用意されていません。 

 

カナダ・ブリティッシュコロンビア州湾岸の数万エーカーに空間的に分布する太平洋サケ個体群の管理は、

資源管理のための重大な課題となる。過去 55 年間におけるカナダ漁業海洋省（DFO）のサケ管理の効果を、

（i）省内で設定された目標河川遡上レベルの達成および（ii）河川遡上監視の 2 つの面で評価した。その結

果、1950 年以降サケの住む全水路（n=2592）のごく一部に相当する、監視水路のわずか 4%（n=215 中の 7）

でしか、目標水準が達成されていないことが判明した。また同じ時期に DFO の監視水路の数も同時に減少

している。さらに現在の監視活動は、最近指定された保全単位内で特定されたサケの多様性を網羅するには

十分ではない。重要なことに、この監視活動の低下は、過去 10 年間に目標河川遡上数を満たしていない小規

模来遊の監視を中止する方向に傾いている。選択的監視の強化が、個体群の健全性評価の偏りを次第に拡大

していると私たちは考える。"Shifting Baseline Syndrome"の促進に加えて、このような監視活動の変化は、こ

れらの高漁獲率水路における警戒的漁獲管理のために必要なデータをもたらさないと結論する。 

 

 

 

ワイルド・サーモン・センター（WSC）の使命は、環太平洋地域における最良のサケ生態系を特定、理解お

よび保護することである。この使命を達成するためにセンターは、複数規模のサケ科魚類の保護プランニン

グおよび適応管理のための意志決定支援「ツールキット」の開発を進めている。ツールキットは、サケ保護

の特性に合わせてカスタマイズされたデータベースおよび既存のツールから構成される。WSC は、環太平洋

地域規模では生態学に基づいた保護ネットワーク設計の開発を目標にしている。Maxran および太平洋サケ保

護アセスメント（PSCA）データベースを用いて、潜在的保護ネットワークの選択を最適化した。地域規模

ではより詳細な優先順位の決定および監視ニーズがある。また太平洋北西部に関しては、専門家の意見デー

タベースを開発中である。カムチャッカ半島のための地域領域状況監視プロトコールの開発も進めている。

個々の流域規模では、アセスメント、設計および監視のニーズを満たす柔軟なツール・セットを開発してい

る。各規模に別のツール・セットが必要である。このポスターは、各規模および範囲の保護措置の優先順位

を決定するためのツールおよびアプローチの重要性を示したものである。 
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シロザケ（Oncorhychus keta）商業漁業を支援するために、日本北部の北海道では集中的に孵化場プログラム

が実施されており、10 億尾もの孵化場養殖魚が放流されている。日本に戻るシロザケの大部分は、これらの

孵化養殖魚だと考えられているが、その一方、自然産卵シロザケに関する情報は極端に不足している。2006

年に北海道南部の日高地域で自然産卵のサケ個体群の状況を調査するプログラムを開始した。全長 8 km 以

上の全 25 の河川を調査し、16 の河川でシロザケの産卵親魚またはその死骸が観察された。シロザケが観察

された 16 の河川の内、11 の河川では孵化養殖魚の放流が行われており、2 本の河川ではかつて行われたこと

があり、3 本の河川では一度も行われたことがなかった。北海では多くの河川が孵化養殖プログラムによっ

て強化されている。したがってシロザケの自然産卵個体群は、従来の孵化養殖プログラムを考慮して評価す

べきである。北海等のシロザケ水産資源の管理を成功させるには、自然産卵個体群の監視および保護が不可

欠である。2008 年に、北海道全域でシロザケの自然産卵個体群の状況を調査する新プログラムを開始した。 

  

 

和訳は用意されていません。 

 

 
地域コミュニティー、ローカル NGO と連携しての酪農地帯の河川生態系再生・保全の取り組み     

NGO 北海道淡水魚保護ネットワーク   

 

日本有数の酪農地帯である北海道東部の浜中町では１９６０年代以降、大規模な牧草地開発によって河川

生態系がダメージを受けたが、酪農家は近年、「持続可能性重視」へと意識転換し、２００１年、水質改善と

生物多様性の回復を目指して河畔林再生運動を開始した。この運動の一環で０８年１０月、自然繁殖してい

るイトウ、サクラマスなどの魚類保護を目的に、遡上障害となっている河川の取水堰に、酪農家の地域コミ

ュニティーが主体となって魚類の遡上を助ける魚道を設置した。住民間のネットワーク形成と関係機関との

調整には地元の環境ＮＧＯ霧多布湿原トラストが重要な役割を果たした。ＮＧＯ北海道淡水魚保護ネットワ

ークは魚道設置プロジェクトをサポートし、学習会を開いて河川生態系の保全と再生の意義を啓発した。こ

うした活動の結果、酪農家は野生カラフトマスの産卵にダメージを及ぼす河川改修工事の見直しを両 NGO と

連携して国の関係機関に要請し、工事内容を変更させて自然産卵の保護に貢献している。 
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西海岸のサケおよびニジマスの住む最も重要な 3 つの流域、サイクレッドヘッドウォーターズは現在、懸命

のキャンペーンの後、生態的および社会的破壊から保護されている。このポスターは、地域社会ベースの保

護アプローチが成功した理由と、他の人がこのモデルからどうすれば学ぶことができるかを示している。 

 

セイクレッドヘッドウォーターズは、カナダ北西部の広大な原野であり、サケの住むスティキネ川、スキー

ナ川、ナス川という 3 本の河川の流域が含まれている。カナダのセレンゲッティと呼ばれることもあるこの

70 万ヘクタールの原野は、ロイヤル・ダッチ・シェル社の石炭床メタンの採掘予定地にもなっている。これ

は、最も破壊的な形の資源採取のひとつである。 

 

地域住民グループおよびスポークスマンの保護支援と保護意識向上のための果敢な活動に促されて、ブリテ

ィッシュコロンビア州政府は、セイクレッドヘッドウォーターズでの石炭床メタンの採掘を 2 年間停止する

ことを発表した。これは政府の健全な意志決定の好例であり、地域社会のために立ち上がった情熱的な住民

たちの勇気の成果である。 

 

持続可能なサケ生息環境を確保するための草の根運動は、この地域に脅威を及ぼし続ける経済的圧力ととも

に調査する価値がある。 

 

 

 

 

Washington State Salmon Recovery Funding Board （SRFB）は、1999 年に州法により設置された。以来 SRFB

は3億5,800万ドル以上の州および連邦基金を投じ、963件のサケ生息環境プロジェクトを資金援助してきた。

2004 年に SRFB は、実施されたプロジェクトの効果を追跡調査するために河川区間規模効果監視プログラム

を開発した。これは、効果監視、データ共有、コスト管理のための協調的アプローチである、Oregon Watershed 

Enhancement Board（OWEB）の地域効果監視プログラムは 2007 年に実施された。 

 

SRFB のプログラムには、目的および方法によってプロジェクトを分類する 9 つの監視カテゴリーが含まれ

ている。監視の目的は、回復措置によって目標の生息環境回復成果が達成されたかどうか、またカテゴリー

によっては、地域のサケおよびニジマスの資源量が増大したかどうかをテストすることである。 

 

現時点の成果によれば、魚類遡上プロジェクトによってギンザケ成魚の密度は高められており、河川構造プ

ロジェクトによって地形学的要素は改善されている。また家畜類排除プロジェクトは川岸の浸食を抑制し、
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水路接続プロジェクトは平均断面および平均残存深さを増大させている。変化の指標は、プロジェクトのコ

ンテクストおよび監視プログラムの実施期間に合わせて開発した長期的視点に配慮して検討する必要がある。 

 

 
「永遠（いつ）までも天然のイトウが釣れる川を残そう」 

 

猿払イトウの会は、日本の最北の村「猿払村」で、日本最大の鮭科の淡水魚イトウを環境の指標とし、地

域に根ざした活動をしている団体です。 

当会は、１９９８年より猿払村商工会青年部が行っていた「イトウの里づくり事業」を継承し、平成１７

年４月に結成されました。「永遠（いつ）までも天然のイトウが釣れる川を残そう」をテーマに、人間と自然

との共生、産業と環境との係わり、地域社会を構成している人たち等、人間、産業、自然環境がいかに共存

共栄していけるかを問いかけ、実践している団体です。 

当会の主な活動は、イトウを愛する釣り人やイトウの研究者と協力、情報交換するなどして、産卵期の産

卵床の調査、河川ごとの個体数の推計、支流ごとの再生産状況調査、孵化稚魚の生息状況等を事業として行

っています。この調査に併せ、行政に対し河川工作物の魚道の整備をお願いし、２箇所の整備を行うなど成

果を上げることができました。 

地域開発等に対しては、行政等とのパイプ役を努め、今ある環境等を壊さないよう、行政との勉強会を開

くなど活動しています。 

環境養育事業では、村内の子どもたちを対象に実際に川へ行き、産卵期のイトウウォッチング、孵化稚魚

の捕獲調査、河川のゴミ拾いなどを行っています。 

これからの当会の活動は、山林所有者、地権者等にも協力を呼びかけ、イトウが生息できる環境、自然も

生物も人間も多様性のある地域社会の実現を目標に、これからも研鑽を重ね、未来の子どもたちに、猿払を

流れる川で、あの大きなイトウを釣る醍醐味を伝え、イトウとその生息する環境の大切さを一緒に学び、活

動を続けていきたいと思います。 

 

 
フレーザー川の水温および流量は、回遊ベニザケの生存可能性に大きな影響を及ぼす。気候変動モデルでは、

夏季の水温上昇、ピーク出水分布の早期到来および分布の変化が予測され。環境しきい値に対する種および

系群別の耐性によれば、フレーザー川の環境条件の共通の変化に対する反応は太平洋サケの個体群によって

異なると考えられる。異なる水温および流量シナリオ下でのベニザケの生存可能性を予測するモデルの開発

が、回遊の成功に対する気候変動の潜在的影響を理解するには不可欠である。河川環境とベニザケ生存との

関係をモデルリングする 2 つの代替アプローチを探求した。その 2 つとは、（1）有酸素性範囲の関数として

回遊障壁をモデリングする方法と、（2）再構成温度プロファイルとフレーザー川ベニザケの無線タグ調査の

生存データとの組み合わせに論理計算混合効果モデルを適合させる方法である。将来の気候動向および河川
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環境に対する魚の反応の両方が不確定的であるため、各種のモデリング適用から得られた比較可能な結果か

ら、気候変動が最終的な産卵遡上の成功率に及ぼすと予想される影響を裏付ける証拠が得られるであろう。 

 

 

灌漑および水力発電のための分水路が、太平洋北西部の大半の河川では一般化している。オレゴン州だけで

も、分水路が 60,000～70,000 箇所もあり、魚スクリーンが設置されているのはそのうちの 10%に過ぎない。

分水路設置者と機関の双方を満足させるスクリーンの設計は困難な場合がある。 

Lacomb Irrigation District は、オレゴン州サンティアム川の支流であるクラブトゥリークリークで灌漑と

水力発電のための複合分水路を運営している。分水路には大きな沈殿池があり、その後に現行基準にもはや

適合せず、メンテナンスが常に必要なロータリードラム・スクリーンが設置されている。2005 年末にオレゴ

ン州漁業・野生生物局、US Fish and Wildlife、米国家海洋漁業局、Lacomb Irrigation District、Farmers Conservation 

Alliance の代表が集まって、魚スクリーン交換のための協調的な設計手続を開始した。 

新しい魚スクリーンの構造は、運営およびメンテナンスの問題を最小限に抑えながら、存在する全魚類

（サケ科魚類を含む）を保護するよう設計された。選択するスクリーンの設計は、非常に幅広い流量範囲（18

～65 立方フィート／秒）および高度の有機残渣負荷に適合するものでなければならない。水平 Farmers Screen

が選択された。このプロジェクトは、Lacomb Irrigation District と関係機関の双方にとって成功であった。 

 

  
気候変動および今後の水管理は、食物網、流動型、水温、水質、病原菌、海洋生産性、土地被覆を含め、太

平洋サケの生息環境の多くの面を変化させる。しかし、予想される生息環境の変化およびサケの生活史は地

理的領域によって大幅に異なる。既存の制限要因および露出する可能性のある生理学的制限条件に対して、

局地的に適応した個体群の生息数の面で多様な反応を示す可能性がある。 

春来遊マスノスケの緯度分布内の 4 本の内陸流域支流の比較の範囲内で調査を構成した。各地点で、私

たちの機械論的生活環史モデルをパラメーターで表し、段階固有の生存と水温、流量、その他の海洋および

生息環境変数との間の空間現実的な機能関係を表現した。密度依存は生活史初期段階に課し、生息環境収容

力は固有潜在性分析および河川遡上数とスモルト調査から推定した。また潜在的気候変動の将来シナリオ下

の個体群のダイナミックスを、温度とワシントン州立大学 Climate Impacts Group によって流域に関してダウ

ンスケールされた支流の流量データによってシミュレーションした。個体群の回復力に影響を及ぼす回復お

よび水管理オプションも探求した。ここでは、コロンビア川上流、ビュートおよびミルクリーク支流で得ら

れた初期の成果を発表する。 
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2008 年にアムール川地域で秋シロザケの大量減耗が発生した。3 億 5,000 万尾のうち約 100 万尾が死んだと

推定される。死んだシロザケは産卵色になっておらず、その生殖腺は第 IV 段階成熟度であった。浮き袋に

はガスが貯まっており、死体は水面に浮いていた。また川岸がシロザケの死骸で覆われた。大量減耗は、ア

ムール川の水路よりも水温が低く、酸素濃度が高い産卵支流で発生した。他の魚類の死骸は観察されなかっ

た。死骸の分析によって、真菌性鰓病原因菌（Genus Branchiomyces）の条件病原性菌類界による鰓弁の限局

的障害が発見された。通常、秋シロザケのアムール川遡上は 8 月 26 日から 31 日の間に見られるが、2008 年

にはこれよりも 10 日早く、水位が低く、水温がまだ 20゜C 以上あった状態で遡上が見られた。このような

水文学的条件はストレス要因であり、それが魚の免疫力を低下させ、その結果、鰓が感染したと考えられる。

鰓疾患は、有機物が多く、温度が 22～23゜C の水で発生する。産卵前減耗も、水位が上昇し、水温が低下す

ると見られなくなった。 

 

 

和訳は用意されていません。 

 

 

 
遡上した養殖鮭との交雑は野生個体群（Salmo salar）に悪影響を及ぼす可能性があるが、実際の影響程度は

不明であり、議論になっている。歴史的なベースライン情報の欠如が一因となって、遡上数および遺伝子移

入に関する情報は一般に不足している。この情報ギャップに対処するために、少数の野生系群が見られ、1997

年から 2004 年にかけて遡上の存在が記録されている淡水生け簀養殖スモルトに晒された、スコットランド北

西部の小規模な河川系、Loch na Thull 集水域における影響を分子遺伝子学的に調査した。この調査は便宜主

義的なものであり、単純な前後比較を不可能にする、DNA ソース遺伝データの取捨選択的集合（eclectic set）

に基づいている。野生サケと養殖サケの間に有意な遺伝学的差異が見られたが、この調査によれば、養殖サ

ケは交雑および遺伝子流入を通じて既存の野生サケ系群の遺伝学的特徴にほとんど寄与していない。この調

査では、食物を巡る競争、空間、病原移行の拡大などの養殖魚との生態学的相互作用が、減耗の増大と遡上

する産卵親魚の減少を通じて間接的な遺伝的影響（例えば遺伝的変異性の喪失）を及ぼしたかかどうかは明

らかにすることができなかった。 

 

 




